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Ｗ
Ｔ
Ｏ
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
主
催
―
―
企
業
の
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

観
点
か
ら
国
際
的
な
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

参
入
を
考
え
る
―
―

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
二
〇
〇
一
年

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
最
大
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
世
界
貿
易
や
多
国
間
経
済
協
力
な
ど

に
関
す
る
議
論
を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

政
府
関
係
者
や
国
際
機
関
、
産
業
界
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
世

界
中
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。
今
年
は
中

小
企
業
や
女
性
な
ど
幅
広
い
層
の
貿
易
と
の
関
わ
り
を

意
味
す
るInclusive T

rade
と
い
う
テ
ー
マ
で
九
月

二
七
日
～
二
九
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
は
二
〇
一
三
年
か
ら
毎
年
同
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
今
年
で
四
回
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
た
佐
藤
仁
志
上
席
主

任
調
査
研
究
員
か
ら
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
、
途
上
国
の

地
場
企
業
の
国
際
的
な
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入

と
企
業
の
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
と
の
相
互
関
係
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
的
な

生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
入
し
て
い
る
国
際
化
企
業
と

そ
う
で
は
な
い
非
国
際
化
企
業
の
比
較
調
査
の
研
究
結

果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
ま
ず
、
鎌
田
伊
佐
生 

神
戸
大
学
准
教
授

か
ら
企
業
の
国
際
化
と
生
産
性
の
関
係
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
一
般
に
、
国
際
化
企
業
は
非
国
際
化

企
業
に
比
べ
生
産
性
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
が
企
業
の
持
つ
様
々

な
技
術
で
す
。
鎌
田
准
教
授
は
、
そ
の
技
術
に
は
採
用

や
職
業
訓
練
な
ど
の
人
事
・
労
務
管
理
が
含
ま
れ
る
と

説
明
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
国
際
化
企
業
は
非
国
際
化

企
業
に
比
べ
る
と
、
よ
り
良
い
人
事
・
労
務

管
理
を
実
践
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。

　

そ
の
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

の
事
例
研
究
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。T
ran 

Binh M
inh

氏
（Central Institute for 

Econom
ic M

anagem
ent, V

ietnam

）
か

ら
は
、
国
内
市
場
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た

小
さ
な
企
業
が
規
律
や
給
与
の
改
革
、
職
場

環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
輸
出
企
業
に

成
長
し
た
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
田
中
清
泰
研
究
員

か
ら
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
実
施
し
た
企
業
サ
ー

ベ
イ
調
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
多
国
籍
企
業
と
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
国
際
化
を
達
成
し
て
い
る
地
場
企
業

は
、
そ
う
で
は
な
い
企
業
に
比
べ
て
よ
り
良
い
経
営
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
結

果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
の
国
際
化
と
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
は
今

後
も
継
続
さ
れ
、
労
働
移
動
を
通
じ
た
経
営
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
移
転
な
ど
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
今
後
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
セ
ミ

ナ
ー
や
報
告
書
の
形
で
随
時
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

世
界
的
に
著
名
な
経
済
学
者
を
交
え
て
の
学
術

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、
一
〇
月
八
・
九
日
に
大
阪

大
学
で
、
一
〇
月
二
七
日
に
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に

て
学
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
各
テ
ー
マ
の
専
門
家
が
一
堂
に
会
し
、

最
新
の
研
究
成
果
の
報
告
と
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
〇
月
八
・
九
日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

大
阪
大
学
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
空
間
経
済
学
、
都

市
経
済
学
を
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
と
し
、
一
日
半
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
合
計
一
二
本
の
報
告
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
月
二
九
日
に
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に

て
「
貿
易
と
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
が
開
発
経
済
、
後
半
が

貿
易
を
メ
イ
ン
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
合
計
で
六
本
の
研

究
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
も
に
、
世
界
的
な
経
済
学
の

権
威
で
あ
り
、
任
期
付
研
究
員
と
し
て
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
で
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
ィ
ス

上
席
主
任
調
査
研
究
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ィ
ス
研

究
員
に
よ
る
研
究
発
表
や
コ
メ
ン
ト
は
、
当
日
集
ま
っ

た
日
本
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
た
ち
に
多
く
の

示
唆
や
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、

参
加
者
の
多
く
か
ら
有
益
な
会
合
で
あ
っ
た
と
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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WTOパブリックフォーラムでのアジア経済研究所セ
ッションの様子

ワークショップの様子
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